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        鈴木・大串年度テーマ 

『原点に戻ろう！ 

そしてさらなる飛躍を！！』 

            6 月の会長ポイントメッセージ 

             一年間ご苦労様、そして有難うございました！ 
2004-05年度 国際ロータリー会長           立つ鳥跡を濁さず！！ 
   グレン E. エステス・シニア                   
                                

NO. 2 0 3 8             ６月は親睦活動月間です。 

例会 2005 年 6 月 15 日（水）         

 

本日のプログラム        

点 鐘           

ロータリーソング・四つのテスト 

ビジター紹介       

出席報告        

SAA 報 告            

諸 報 告 

幹事報告 

会長挨拶 

事業実績報告                   倉沢修市ガバナー補佐 

  各委員会委員長                  

≪次回 6 月 22 日(水) 予告≫       

事業実績報告 

  各委員会委員長                                根本清美次年度ガバナー補佐 

                                        

2 0 0 4～ 2 0 0 5 年 度    会 長 鈴 木   豊     幹 事 大 串   卓 

≪例 会 場 ・ 例 会 日≫        ≪事 務 所≫ 

〒303-0023 茨城県水海道市宝町 2790   〒303-0023 茨城県水海道市宝町 3386 

常陽銀行水海道支店内 3F            釜久ビル 3F 
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E-mail   mitsu-rc@lapis.plala.or.jp

URL  http://kinuyou.com/rc/
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例会報告 No.2037 6 月 1 日（水）晴れ  （司会 染谷正美委員長） 

本例会でのおもな事項        

   ＊会長挨拶          ＊ガバナー補佐挨拶 

 ＊誕生祝                     ＊2004-2005 年度事業実績報告 

ビ ジ タ ー  

２００４－２００５年度ガバナー補佐  倉沢修市様（竜ヶ崎ＲＣ） 

２００５－２００６年度ガバナー補佐  根本清美様

 

（牛久ＲＣ） 

生 祝 

会員  山野井修一会員 

報 告  

誕

☆会員  田中正躬

☆配偶者  角田会員 

 

諸

次年度より （熊谷 昇次年度幹事） 

６月８日（水）  午後６時より 第一回理事・役員会開催 

 終了後、懇親会開催 

） 

午後６時３０分より 新旧委員長会議開催

場所：一久苑 （バス利用の方は、午後６時白井石油さん前に集合

ロータリー財団委員会 （松村仁寿委員長） 

国際ロータリー設立１００周年記念郵便切手が、発売されました。 

いします。 

報 受 理   なし 

６月１７日（金）午後６時３０分より 

       松泉閣 

ガバナー補佐、そして次年度ガバナー補佐の根本様、ようこそお越

会員一同心より御歓迎申しあげます。倉沢様の心境は、一

備

いします。 

ブは、さすが落ち着き払った貫禄十分の式典でありました。来週は、根本様のクラブ（牛久）

相のドタキャン等、日本

申し込みを受け付けますので、松村までお願

 

幹 事 報 告  （大串  卓幹事） 

週

例会変更通知受理  龍ヶ崎中央ＲＣ 

                  

会 長 挨 拶 （鈴木  豊会長） 

こんにちは。 

倉沢

し頂きました。

年間の仕事をやり遂げ、肩の荷が下り清々しい朝を迎えられているので

はないでしょうか。その反面、根本様はこれからのノルマをどのように消化

していかれるのかと言うことで、引き締まる思いではないかと察し申し上げ

ます。私もあと一ヶ月間で全て終わることが出来ます。大串幹事共々、

清々しい朝を迎えたいと思っております。倉沢様には、ちょっとだけ休ん

を進めて頂きたく、その時は陰ながら応援をさせて頂きます。宜しくお願

また、５月２９日（日）は、結城ロータリークラブの４０周年記念式典に幹事と参加させて頂きました。４０年も

経過したクラ

で頂き次のガバナーとして準

の２０周年です。おめでとうございます。是非お邪魔させて頂きたいと思います。 

さて、今日この頃気にかかることがあります。中国と日本の関係が改善されるどころか、ますます悪化の方

向へ向かっているような気がします。先だっての反日デモから始まり、先日の副首

人の私にとって腹立たしい限りですが、しかし日本の閣僚もここへ来てこぞって反論しているわけです。ド
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タキャンを受けた小泉総理は、「罪を憎んで、人を憎まず」と平静さを装っておりまして、大人だなぁーと感

じておりましたところ、この言葉は加害者が言うべきではなく、被害者が言う言葉だと批判を浴びておりまし

た。また、中国側でも教科書問題を取り上げておりますが、トップ層は日本の教科書を全く読んでいない、

ただ日本のマスコミから得た情報のみで批判しているということも聞きます。隣国同士理解し合い、アジア

のリーダー格として両国が手を携えていかなければならないこの時期に、何と情けないことかと思います

が、元総理の中曽根さんが言ったかどうか明確ではありませんが、「加害者は５０年で忘れるけれど、被害

者は１００年かかる」と。戦後まだ６０年なので、中国側ではぬぐいきれないものがあるのかなとも思います

し、マスコミ、メディア等が言葉の部分的なことだけ、面白おかしく取り上げているのもいただけないような

気がします。情報は的確に捉え、正しい判断のもとに、行動をしないとこのようなことが起きてしまいます。

私が心配していることは、今月にでも来るであろう米山奨学生、中国の大連の近くからだというのですが、

私は温かく迎えてやりたいと思います。この時期だからこそ長期的な人道支援を行い、このわだかまりを

時間をかけて解消していく必要があると思います。宜しくお願いします。 

 

２００４－２００５年度 ガバナー補佐挨拶 「一年を振り返って」 倉沢修市様 

地区リーダーシッププランに則って、不肖私が第８分区のガバナー補佐

双方にお役に立つべ

れ

向にあります。しかし今年は時あ

 ガバナー補佐挨拶 根本清美様 

ガバナーからのメッセージをお伝えしたいと思います。 

－２００６年度のカール・ヴィルヘルム・ステ

ました。私はこのテ

に就任し、私なりに地区ガバナーと分区の皆様の

く努めましたが、１年を振り返ると所詮非力で反省すべきことばかりが多

く、果たして貢献できたのか忸怩たるものがあります。地区の会議には

すべて足まめに出席し、また皆様のクラブを何回もお訪ねし、クラブ役

員の方々には龍ヶ崎まで４回にわたりお出でいただき、いろいろとお教

えを賜るためにお話しする機会を意識して多く作りました。さて、毎年の

ているにも拘らず、当分区では残念ながら殆どのクラブで会員は減少傾

たかもロータリー１００周年、皆様のクラブは真剣に奉仕の精神に満ち満

ちて、現有の勢力での結束は固く、その先達の灯した火を消さないように健気に頑張って善意あふれる

活動を地味に続けておられる姿からは、そう遠くない将来に会員増をもたらす下地である感触が得られ、

またそうなることを心から願っています。それはＩＭにおいて、会員増強の秘訣は自らのクラブを愛し強化

することであることを部区の皆様と確かめ合ったためです。確かに自分のクラブを愛することがロータリー

の真の原点であると思います。4 月のタイ、フィリピン等からの短期青少年交換に際しては、水海道・藤代

ＲＣが中心に率先してお世話してくださり、感謝に堪えません。若い彼らとの出会いは双方にとって大変

な経験と目に見えない財産になったことと存じます。永井ガバナーはじめ皆様にいろいろと教えられ、励

まされて私自身にとりまして非常に勉強になった意義ある１年を過ごすことができました。暖かく接してくだ

さった皆様にお礼を申しあげ、更なる分区の活性化と発展を祈り退任を間近にした挨拶と致します。あり

がとうございました。 

 

２００５－２００６年度

ことながら会員増強が強く叫ば

創立１０１年目にあたる、２００５

ンハマーＲＩ会長は、そのテーマを『超我の奉仕』と定め

ーマは今年度だけのテーマと言うよりも、ロータリーの永遠のテーマであり、

第２世紀に向けての覚悟を示されたものと解釈しております。ロータリアン

一人ひとりがロータリーの考え方についてもう一度深く内省し、将来に強く

挑戦してほしいと訴えておられるのではないでしょうか。当地区においても
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『超我の奉仕』への挑戦として次の異を願いしたいと考えます。強調事項の「水保全、保健」「識字率向

上・教育」については１クラブ１プロジェクトの完遂、継続をお願いします。この２つは行政等々と協調体制

を組むことが効果的と考えますので、ガバナー事務所としては県当局との連絡を密にして、各クラブが取

り組みやすいよう努力します。皆様も地域の行政その他との連携を考えてください。また、当然のことです

が、これまで以上の諸外国との強調事項もお願いします。財団支援、米山奨学事業は「毎年あなたも１３０

ドルを」「受け入れ奨学生３０名以上」でお願いします。地区大会をはじめ、諮問委員会等、会議も簡素化

に努力したいと考えています。クラブ例会等もご同様にお願いします。ロータリーの広報については、公

式訪問時に最近のロータリー情勢のご説明に市町村長、商工会責任者の方々の所に参上したいと考え

ております。皆様のご同行をお願いします。茨城新聞に週１回ロータリー情報を掲載しますので、各クラブ

こぞってご投稿下さい。月信は各クラブとの実績ある写真と座談会を主に掲載しますので、これもご協力

下さい。 

増強・増加「１クラブ１名の増強」「女性会員１００名へ増強」その他、各委員会は原則７月中に開催します

した。私も同様ですが、会長さんはじめ、皆様もこのロータリー１０

００４－２００５年度 委員会事業実績報告  

ので、各クラブ委員の１００％出席と例会での報告を速やかに励行されるよう強くお願いします。合わせて

メール連絡も徹底して行いますので、各クラブ間のあるいは各委員会とクラブの温度差をなくし効率のよ

い２８２０地区の創造にご協力下さい。 

以上、いろいろお願いばかり申しあげま

１年目の栄えある役員として、２００年への礎となるよう全力走行と致しましょう。宜しくご指導、ご協力の程

お願い申しあげます。 

 

２

職業奉仕委員会 （皆葉瑞男委員長） 

職業奉仕委員会の使命は、各会員が例会を通じて、ロータリーの綱領、四つの

慮を

２. 週目の例会に斉唱し、自覚を促していけるよう実施致しました。 

工場を見

４. 域、職場で、率先して倫理活動を実施した人がいたら、表彰する予定でしたが、推薦者

 

席 報 告 （角田雅宣委員長） 

出席率 ００％

テスト等を良く理解して頂き、倫理の向上に努め、それらを各職場に持ち帰り、

最大限に利用して頂き、職業を通して社会に奉仕出来る様にする事が、職業

奉仕委員会の責務と考え、今年一年次のプログラムを実施致しました。 

１. 職業奉仕月間に卓話を行い、相手のニーズと境遇に対し、正当な考

払い、他人に対しいつも思いやりの心を持てるよう、また事業及び専門職

務の道徳的水準を高めることが出来るよう、またその業務を品位あらしめら

「四つのテスト」を毎月第二

れるよう卓話をしました。 

３. 会員により広く職業を理解して頂く為、職場見学会を実施し、本年はナショナル住宅谷和原

学しました。 

当クラブの地

がなく出来ませんでした。 

出

 ８８．  

欠席者数 賜 暇 メーク 会員総数 出席者数 

４９名 ３６名 １３名 ０名 ７名 
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ニコニコボックス （青木正弘ＳＡＡ） 

 ≪配偶者≫角田会員 

期ガバナー補佐 根本氏、よくお出でくださいました。  鈴木（邦）会員 

チ、健康に優るものなしです。  石塚（克）会員 

   田上会員 

。次年度根本ガバナー補佐、一年間お気の毒様です。  

例会欠席しました。   大塚会員 

間宜しくお願い致します。また鈴木会長残り１ヶ月になりました。美しく

でした。また根本次年度ガバナー補佐、一年間ご苦労様です。今

（正）会員 

２,１７７,０００

誕生祝御礼≪会員≫田中・山野井  各会員 

今日も宜しく     横山会員 

週報に写真が載りました。また時

倉沢ガバナー補佐、根本次年度ガバナー補佐、ようこそいらっしゃいました。鈴木会長、大串幹事もあと３

回です。心残りのないよう時間があれば大いに語って下さい。   熊谷会員 

グランドゴルフの写真載りました。    白井会員 

長らく休みました。禁煙継続中、アルコールはボチボ

鈴木会長、お顔が寂しそうですね。    松村会員 

２００５－２００６年度 米山奨学生の孫 洋さんを宜しくお願いします。

宜しくお願い致します。    島田会員 

倉沢ガバナー補佐、一年間ご苦労様です

松坂会員 

時期ガバナー補佐の根本様、一年

走り抜けましょう。   青木（清）会員 

残り１ヶ月になりました。  大串会員 

倉沢ガバナー補佐、一年間ご苦労様

月で私年度も最終となりました。宜しくお願いします。   鈴木（豊）会員 

後残り２回です。最後までニコニコにご協力宜しくお願いします。    青木

入金計 ￥４８,０００ 累 計 ￥  

会報委員会   委員長 斎藤広巳 長 大塚

 

ＲＩ ＮＥＷＳ
ロータリーはそこにある 

親愛なる同僚ロータリアンの皆さん: 

える今、会長年度に幕を閉じるという私自身の個人的な節目も近

、会長ノミニーの指名を受けるときには、この先、何が待ち受けてい

んとしても

を

   副委員 令昌 

 

 ロ一タリーの第 1世紀が最終章を迎

づいてまいりました。ロータリーにとって最初の一世紀は信じがたいほどすばらしいものであり、私とメリ

ーにとってこの一年は大変すばらしいものとなりました。 

衝撃を受けた口ータリアンの意欲 

  国際ロータリー(RI)会長の誰もが

るのか知るよしもありません。クラブや地区、あるいは国際的なレベルで何年にもわたって活動をしてき

ても、世界中の活動を目の当たりにしなければ、ロータリーの全容を理解することは難しいのです。RI 会

長として、そのような経験をもつことができた今こそ、ロ一タリークラブが存在している 168 か国の隅々ま

で、ロータリーは超我の奉仕を行っているのだと、私は自信をもって言うことができます。 

 訪問する先々で私が遭遇し心を打たれた世界中のロータリアンに共通の特質、それはな

人々を助けたいと願う強い気特ちです。人の役に立ちたいというその願望こそが、多様な言語や文化

超えて、すべてのロータリアンを結束させているのです。最終的に最も影響力をもつのは、人々を助け

ようというこの熱意です。 
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 私がそれぞれの地域のク

いるものも、ほんの少額しか使っていないものもありました。しかし、地元のロ一タリアンたちがよくご存じ

のように、最も重要なことは地域社会にある問題を現実的に解決しうるプロジェクトを選択することです。

私の住む北アメリカでは、小学校に女子用トイレを設置するプロジェクトが、人生までも変えることになる

とは思われないかもしれません。しかし、女の子が学校に行く伝統のない世界の一部の地域では、それ

が大きな影響力をもつことになるのです。これは、地域社会とその二ーズを把握できるロ一タリー独自の

特色を如実に物語る一例です。女子用トイレをつくるということは、学校が女の子を歓迎していることを

意味し、それが生涯を通して重要な識字能カにつながるのです。 

報道陣が帰ったあとも 

 国際ロータリーの強み

百あるいは何千マイルも旅をしなければならないような所にも、ほとんどの場合、すでにその場にロータ

リーがあるのです。 

 2004 年 12 月 26 日

地域社会の二ーズに関する知識と使うことのできる資材をつぎ込んで、その日のうちに救援活動を開始

しました。ロータリークラブは住民である会員たちによって構成されているので、既に援助が存在すると

いうだけではなく、決して立ち去ることもないのです。ロ一タリーの奉仕の特徴は、単に緊急時に対応す

るだけでなく、地域社会が大惨事から復興し、前進できるよう長期間の人道的暖助を提供することにあり

ます。 

 報道陣

こにとどまり、崩壊した学校や道路、それに人々の暮らしを再建する活動を続けています。ロータリアン

として、私たちは世界中にいる仲間の会員と彼らの地域社会に対する責任があります。自然災害で破

壊された国々への援助のニーズは、テレビ画面からそのニュースが消えたあとも、何か月、あるいは何

年にもわたって、決してなくなるものではないという点を覚えておいていただきたいのです。 

なすべきことはたくさんあります 

 私がRI会長職をカール ヴィル

多くの人々から私の会長在任中にロ一タリーについて何を学んだかと尋ねられました。私はためらうこと

なく、ロ一タリアンたちの献身は私の想像以上のものであることを学んだと答えました。 

 それと同時に、“超我の奉仕”をめざす新しい世紀幕開けに当たり、私はポール ハリス

後の国際大会での彼の言葉「ロータリーの草分け的な時代は今始まったところです。今日もかわること

なくなすべきことはたくさんあります」を思い出していただきたいと思います。 

 皆さんのおかげですばらしい年度になったことに、そして、「ロ一タリーを祝お

て存在してくださったことに、心から感謝申し上げます 

ラブを訪問した際に見学したプロジェクトには、膨大な資金がつぎ込まれて

はその会員に帰するものです。ほかの人道主義機関が支援をするために、何

、大津波が南アジアを襲ったとき、ロータリアンとロ一ターアクターは、自分たちの

が引き揚げ、大津波の犠牲に対する世間の関心が薄らいだ後もずっと、ロ一タリアンたちはそ

ヘルム ステンハマー会長エレクトに引き渡す準備を行うに当たって、

が出席した最

う」の120万人の理由とし

Glenn E. Estess,Sr.

2004-05 年度

(RI 指定

国際ロータリー会長

記事  提供 : ロータリーの友 )

2005/6/1
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